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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 12日 (2007.4.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 道 車 両 同 士 の 連 結 部 の 貫 通 路 に 備 え ら れ 、 乗 客 等 の 移 動 を 可 能 に す る た め に 該 貫 通 路
の 床 面 に 渡 り 板 、
　 該 渡 り 板 は 、 鉄 道 車 両 の 長 手 方 向 に 平 行 に 配 置 し た 複 数 の 平 板

前 記 複 数 の

回 転 可 能
　
　 を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 鉄 道 車 両 端 部 接 触 す る 部 位 潤 滑 性 の あ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 こ と
、
　 を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 貫 通 路 を 備 え る 鉄 道 車 両
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

が あ り
か ら な り 、

　 平 板 は 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 部 が 連 接 す る 鉄 道 車 両 に 端 部 に 載 っ て お り 、
　 前 記 複 数 の 平 板 は 、 そ の 長 手 方 向 の 中 央 部 を 幅 方 向 に 貫 通 す る 連 結 部 材 に 対 し て 垂 直 方
向 に に 連 結 さ れ て お り 、

前 記 渡 り 板 は 、 そ の 幅 方 向 端 部 を 鉄 道 車 両 の 幅 方 向 に ハ 字 状 に 引 っ 張 ら れ て い る こ と 、
鉄 道 車 両

に 記 載 の 鉄 道 車 両
平 板 両 端 の 前 記 に は 樹 脂 で あ る

鉄 道 車 両

１ の 鉄 道 車 両
連 結 部 材 の 前 記 幅 方 向 端 部 の 前 記 平 板 は 、 隣 接 し た 平 板 に ば ね で 押 さ れ て い る

鉄 道 車 両



【 ０ ０ １ ２ 】
　 パ イ プ ８ ０ の 軸 方 向 の 一 端 の 端 部 板 ８ ５ は パ イ プ ８ ０ に 溶 接 し て い る 。 他 端 の 端 部 板 ８
５ と パ イ プ ８ ０ と は 別 部 材 で あ る 。 端 部 板 ８ ５ を 溶 接 し た パ イ プ ８ ０ に コ イ ル ば ね １ ０ ０
を 貫 通 さ せ 、 パ イ プ ８ ０ の 他 端 側 を 複 数 の 押 し 出 し 形 材 １ １ ０ の 一 端 側 か ら ブ ッ シ ュ ９ ０
を 貫 通 さ せ る 。 他 端 の 押 し 出 し 形 材 １ １ ０ （ ブ ッ シ ュ ９ ０ ） を 貫 通 す る と 、 コ イ ル ば ね

を 配 置 し 、 パ イ プ ８ ０ の 端 部 に 端 部 板 ８ ５ を 固 定 す る 。 パ イ プ ８ ０ の 端 部 の ね じ ８ １
に 端 部 板 ８ ５ の ね じ 部 を ね じ 込 ん で 固 定 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 押 し 出 し 形 材 １ １ ０ の 上 面 に は 、 滑 り と め 材 １ ２ ０ を 貼 っ て
い る 。 押 し 出 し 形 材 １ １ ０ の 上 面 は 滑 り と め 材 １ ２ ０ の 厚 さ 分 凹 ん で い る 。 凹 部 の 前 記 幅
方 向 の 端 部 に は 凸 部 １ １ ５ （ 図 ７ ） が あ る 。 こ の 凸 部 １ １ ５ に 沿 っ て 滑 り と め 材 １ ２ ０ を
張 り 、 貼 り 付 け 作 業 を 容 易 に し て い る 。
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